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　社員の生活時間には労働時間だけではなく、仕事以外の自由時間や家族とのふれあいの時間等
様々な生活の時間があります。
　長時間労働や休日出勤、休暇が取得できない状態などが続くと、労働時間への満足度や休暇取得
の満足度が下がっていくだけではなく、自身の健康状態に対する不安も増大します。
　今回、企業や社員に行った労働時間や休暇に関する調査からも、週の労働時間が50時間を超え
ると過半数の社員が労働時間に対する不満を感じるようになること、年次有給休暇取得率が低いほ
ど休暇に対する満足度が下がることが明らかになりました。また、週の労働時間が50時間を超え
ると自身の健康状態について「よい」と感じる割合が低下し、同じく60時間を越えると「よくない」
と感じる割合が上昇することがわかりました。

図表１ 週労働時間と満足度

図表２ 年次有給休暇取得率と休暇に関する満足度

図表３ 週労働時間と主観的健康感
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年次有給休暇取得の必要性
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注：１週間の労働時間数別に見た労働時間に対する満足度。

注：年次有給休暇取得率別に見た休暇取得状況に関する満足度。

注：１週間の労働時間数別に見た自己の健康状態に対する意識。

出典）本事業「従業員の労働時間と休暇に関する調査（労働者調査）」（2013年）
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　このように、長時間労働や休暇が取得できない状況は社員の職務に対する満足度を下げ、心身の
健康リスクを上昇させてしまう可能性があります。
　今回、労働時間や休暇に関する企業の実態や意識を把握した調査からは、企業の多くがメンタル
ヘルスへの悪影響などを懸念していることがわかりました。実際に「長時間労働」を「経営上、改
善すべき課題」と考えている企業の割合は9割を超えていることもわかりました。
　これらのリスクは、多くの企業で業務上のリスクとして認識されています。
　労働時間や休日、休暇に関して課題を把握し、管理を適切に行うことは、企業の経営に直結する
とても重要な取組です。

図表４ 社員に週60時間以上の長時間労働が続いた場合、一般的に、当人ないし
貴社にどのような影響が生じると思うか

図表５ 「長時間労働」を、経営上、改善すべき課題と思うか

出典）本事業「従業員の労働時間と休暇に関する調査（企業調査）」（2013年）
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